
（1）令和３年度新ひだか町立病院決算状況について

として厳しい経営が続いています。

229,400千円）となり、病床利用率等の低迷により計画を下回る結果となっております。

であったことが要因となっております。
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の差額によるものが要因となっております。
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しを行い、収益増加への取組みを進める必要がございます。

次に、患者数でございますが、入院患者数は16,404人（静内病院10,869人、三石国保病院

【決 算 状 況】

新ひだか町病院事業会計の令和３年度決算額は、123,109千円（静内病院76,204千円、三
石国保病院46,905千円）の純利益となりましたが、一般会計から赤字補てんとして200,000
千円の繰入れが要因であり、赤字補てん分を除いた収支は76,891千円の純損失となり、依然

医業収益は、計画比76.6％の1,088,707千円（静内病院859,307千円、三石国保病院

医業外収益は、計画比181％の876,901千円（静内病院554,392千円、三石国保病院
322,509千円）でございますが、他会計負担金並びに補助金が計画比205％の616,746千円

一方、医業費用は、計画比96.7％の1,767,972千円（静内病院1,276,824千円、三石国保

医業外費用につきましては、計画比185％の77,088千円（静内病院60,671千円、三石国保
病院16,019千円）と計画を大きく下回りましたが、実際に現金支出のない仮受・仮払消費税

病院491,148千円）となり、材料費、減価償却費が計画を上回る削減の要因となっておりま

しており、厳しい経営状況ではございますが、優先順位を定め医療機器の更新を進めておりま

令和３年度の決算状況は、新型コロナウイルス感染症の拡大により患者様の受診控え等に
より医業収益が低迷し非常に厳しい状況となっております。感染対策の強化、診療体制の見直

5,535人）と前年度と比較し544人が減少しておりますが、人口減少や新型コロナウイルス感

外来患者数は53,214人（静内病院39,865人、三石国保病院13,349人）で、前年度と比較
しますと282人が減少しており、入院同様、人口減少や新型コロナウイルス感染症の拡大によ

資本的収支の収入は、213,315千円（静内病院191,896千円、三石国保病院21,419千円）
であり、静内病院では簡易陰圧装置を整備し、三石国保病院では内視鏡洗浄消毒装置を整備
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